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～編集後記～

続く感染症対策の中で、ささやかですが施設の行事を通して、ご入居の皆様に季節の移り変わ

りや、日々の生活に少しでも楽しみを感じていただけたら幸いです。

ご家族様には、誌面を通してご入居の皆様の笑顔をお届けしたいと思います。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

イベントの様子

外出レク

ボランティア

敬老会
【謹賀新年】本年もよろしくお願い致します。

2025年、乙巳（きのとみ）の元旦を迎えるにあたりましてご挨拶をさせて頂きます。

乙巳（きのとみ）への思いとは。

「乙」には困難があっても紆余曲折しながらも進むこと。

そしてしなやかに伸びる草木を表し、「巳」＝蛇は“再生と変化”を意味して、

その生命力から不老長寿を象徴する神の使いとして信仰されてきた生き物です。

この二つの要素が重なる事により「努力を重ね、物事を安定させていく」と言う縁起の良さを

表しているとの事。

わたしたちローレル高柳は開設して10年目を迎え、令和9年度には白岡市に、新規施設の開設も

決まり、2施設で運営することになりました。

「どんな障がいがあっても、高齢になっても、住み慣れた地域で安心して暮らせるところを目指し、

かつ災害時の緊急避難場所としての機能も備えたものであること」というコンセプトは当初より

ぶれる事なく盛り込んでまいります。

今年はこの点を実現するための人材育成をはじめとして基礎を築く大事な一年間であると考えて

おり、たくさんの人に直接、会ってお話しして、笑って、怒って、悲しんで、生き生きと人間らしく、

誠実に邁進してまいります。

そして、生産年齢人口が減少する一方、介護ニーズが増大していくなかで、介護人材の確保は喫緊の

課題となっております。

その対策として、技能実習生や特定技能実習生の受入を進め、介護ロボット・ICT導入も率先して行っ

てまいります。

介護職員の負担軽減を図りつつ、効率的に質の高いサービス提供ができるよう、ロボット・ICTの

導入を展開します。

これからも、社会福祉法人グローリングが新しい時代を切り開いていけるように、

頑張っていきたいと切実に感じております。

末筆ではございますが、

皆様にとりまして本年が良い年となりますよう心よりお祈り申し上げます。

社会福祉法人グローリング

特別養護老人ホーム ローレル高柳

施設長 下川 仁一
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クリスマス会

昨年12月、各ユニットでクリスマス会が行われました。

特別な食事やクリスマスケーキを楽しんで頂きました。

「来年もよろしくね！」などの声もあり、笑顔の溢れるクリスマス会でした♪

焼きそばや焼き鳥などの屋台メニューや、

スーパーボールすくいなどのイベントで盛り上がりました。

毎年恒例のビンゴ大会！今回の景品はカタログギフトで、

ビンゴになった方はお好きな商品を選びました。
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